
2.     須磨春便り 「早春の須磨 梅見ハイク」2005.2.17 

北から南へ 摂播国境 奥須磨の丘陵を旗振山を超えて須磨海岸へ 
  

      

蝸牛 角ふりわけよ 須磨明石      松尾芭蕉  
淡路島 通ふ千鳥の 鳴く声に    

          いく夜寝覚めぬ 須磨の関守   小倉百人一首 

 

 

須磨浦公園にある芭蕉の歌碑       須磨浦海岸            明石海峡     2005.2.17.       
ぽかぽか暖かい日もふえて、梅の季節になりました 
今年 神戸の梅の花は昨年の台風と 1月の寒波で大幅に開花が遅れているという。一度やってみたかった「名

谷から摂津・播磨の国境をまっすぐ南へいくつかの丘陵地の谷を越えて 須磨浦海岸に居座る旗振山・鉢伏

山を乗り越して明石海峡を見下ろしながら須磨の海岸までの Walk」。約 3時間の気楽な walk。 こんないい

散歩道があったとは・・・驚きでした。  
 

1. 名谷から摂津播州国境沿いの丘陵地を南へ 谷に降りて 多井畑厄神へ 

  

 明石海峡と明石大橋      旗振山 北斜面から 北の下畑・多井畑・名谷の奥須磨丘陵地 

 

日頃そばを通って見下ろしている名谷と多井畑を隔てる丘陵地の下。竹やぶにおおわれ、底がわからなかっ

た谷。 一度はストレートにこの丘陵地を横断したい。そしてその先には須磨浦海岸から続く六甲連山の西の

端が連なっている。これものっこして須磨海岸へ。 



ぽかぽか陽気 花粉症も一段落 今日は梅見に須磨まで歩こうと思い立って 頭にあった名谷からまっすぐ

北から南に歩くことにして、家をでる。 

菅台 3丁目の公園のところから谷におりる細いみちがあると聞いてそこから竹薮の山道 を谷に降りてゆく。

丘陵地の上は新興住宅街に様変わりしていますが、谷の中には自動車もまったく通らぬ竹やぶの細い砂利道

が丘の斜面を上り下りし、狭い窪 地に段々畑がぽつほつと連なっている日本の農村の原風景のどかそのもの。 

喧騒の丘上とは打って変わって、谷の中にこんな静かなのどかな風景がきっちり残っているとは驚き。  

         
                 丘陵地の間の谷から見上げた丘の上  左: 東 横尾山  右: 北 菅の台  

          

                        丘陵地の間の狭い谷の中で    菅ノ台 - 多井畑 の間で  

     
     名谷の南の丘陵地の谷の中で 摂津播州国境の守り神 多井畑厄神 
 
ほんと 車社会の喧騒のすぐ隣にこんなとこが残っているのですね  
段々畑の幾つかが小さく区切られた市民菜園になっていて、休日には丘の上からこの谷に降りてきて、菜園

ののどかな生活を楽しんでいる人も多いようである 
 
2. 多井畑集落→鉄カイ登山口から旗振山・鉢伏山→須磨浦海岸→網敷天満宮へ  

   
                 旗振山山上より 須磨浦海岸と明石海峡遠望    2005.2.17. 



名谷から約 1時間ほどで幾筋かの谷をトラバースして、摂津・播磨の国境の社 田井畑厄神の森に登って、

少し住宅地の中を通り抜け、鉄カイ山登山口のところから、まっすぐ旗振山へ北斜面の階段道を登る。  
正規の鉄カイ山から旗振山へと続く六甲の獣走路の道があるのですが、いつも見上げていた直登路を登る。  
住宅街を抜けた登山口から 30 分ほどで摂津・播磨国境の旗振山の頂上に出る。西に明石海峡と明石大橋西に

須磨浦海岸が広がる。  
この旗振山そして須磨浦からロープウエイのかかる鉢伏山の一帯が山上遊園になっていて、明石海峡を見下

ろす南西斜面に梅林が広がっている。  
また、南東側の先には養浜された白砂の須磨海岸が鮮やかに見える。  
芭蕉が「蝸牛 角ふりわけよ 須磨・明石」と読んだその光景が眼下に広がっている。  
また 百人一首には 「淡路島 通う千鳥の鳴く声に 幾夜寝覚めぬ 須磨の関守」の歌がある。 

     

             須磨浦海岸 遠望                  明石海峡 遠望 
この須磨浦の旗振山山上の梅林は神戸では名高い梅林なんですが、今年はダメ。 
つぼみのついていない枝も多い。ちらほら咲き。もう少し咲いているかと思ったのですが、だめでした。  
昨年の秋 次々と襲った台風 神戸では潮風を巻き上げ、昨年の紅葉・銀杏もだめ、一部桜は狂い咲き  
梅も例外なし。特にこの旗振山 正面から海からの風をうけただろう。  
でも数本ですが、紅梅・白梅の花をつけている。 春の訪れは やっぱり 梅の花   

  

   
旗振山 山上 梅林で  2005.2.17. 

しばらく 梅と明石海峡を眺めながら 展望レストランのある鉢伏山にぶらぶら散策路を歩く。  
そこから 一気に 須磨浦海岸へ降りて 網敷天満宮へ天神さんの梅を見に行く。 
やっぱり まだ 少し 早かったですが、梅の花が咲いていました。  



ひさしぶりの明石海峡の風景と梅の花 満足 満足  
家から約 3時間ほどのハイキング 健康ハイクにはもつてこいの Wakl でした。 
   
まだ満開にはちょっと早かったのですが、須磨網敷天満宮の梅の花の写真添付します。もう 春まじかで

す。。。。。  暖かくなったら 神戸須磨へも是非お立ち寄りください。 
                                                 
                                                 2005.2.17. Mutsu Nakanishi 

 
 
 

  

      
                  須磨  天神町 網敷天満宮の梅林で  2005.2.17. 
  

  
     旗振山より 須磨海岸と明石大橋の遠望  2005.2.17.     

 
  


